
会  長  声  明  

 

１  本 日 、大 阪 拘 置 所 に お い て 、死 刑 確 定 者 に 対 す る 死 刑 が

執 行 さ れ た 。  

  死 刑 執 行 は 、２ ０ １ ３ 年（ 平 成 ２ ５ 年 ）１ ２ 月 以 来 半 年

ぶ り と は い え 、 昨 年 中 に は 合 計 ８ 名 が 執 行 さ れ て い る こ と

か ら 、 今 後 も 新 た な 執 行 が な さ れ る こ と が 懸 念 さ れ る 。  

２  本 年（ ２ ０ １ ４ 年（ 平 成 ２ ６ 年 ））３ 月 に 、１ ９ ６ ６ 年

（ 昭 和 ４ １ 年 ） に み そ 製 造 会 社 の 専 務 一 家 ４ 名 を 殺 害 し た

と し て 強 盗 殺 人 罪 な ど で 死 刑 が 確 定 し た 元 プ ロ ボ ク サ ー の

袴 田 巌 氏 （ 以 下 「 袴 田 氏 」 と 略 。 ） に 対 す る 再 審 開 始 決 定

が な さ れ 、 刑 事 司 法 が 無 謬 で は な い と い う 認 識 が 世 間 一 般

に 改 め て 広 く 共 有 さ れ た と こ ろ で あ る 。 万 一 、 袴 田 氏 に 対

す る 死 刑 が 執 行 さ れ て い た こ と を 想 像 す る と 震 撼 さ せ ら れ

る の を 禁 じ 得 な い 。  

そ も そ も 、 死 刑 と い う 刑 罰 は 、 日 本 弁 護 士 連 合 会 の ２ ０

１ １ 年 （ 平 成 ２ ３ 年 ） １ ０ 月 ７ 日 の 人 権 擁 護 大 会 の 宣 言 で

も 触 れ ら れ て い る と お り 、 ① 生 命 を 奪 う 非 人 道 的 な も の で

あ り 、 ② 受 刑 者 の 更 生 し 社 会 復 帰 す る 可 能 性 を 奪 う も の で

あ る 点 で 根 本 的 問 題 を 内 包 し て い る 。 そ し て 、 ③ 人 の 生 命

を 奪 う 点 に お い て 、 い か な る 執 行 方 法 で あ っ て も 、 そ の 残

虐 性 は 否 定 で き な い 。  

そ れ 故 、 死 刑 の 廃 止 は 国 際 的 な 揺 る ぎ な い 潮 流 と な っ て

い る の で あ る 。  

ま た 、 我 が 国 で は 、 死 刑 に 直 面 し て い る 者 に 対 し て 、 被

疑 者 ・ 被 告 人 段 階 あ る い は 再 審 請 求 の 段 階 に 至 る ま で 十 分

な 弁 護 権 、 防 御 権 が 保 障 さ れ て い な い 。 執 行 の 段 階 で も 死

刑 確 定 者 の 人 権 保 障 の 面 で 多 く の 問 題 を 抱 え て い る 。  

３  当 会 は 政 府 に 対 し 強 く 抗 議 の 意 思 を 表 明 す る と と も に 、

今 後 、 死 刑 制 度 の 存 廃 を 含 む 抜 本 的 な 検 討 が な さ れ 、 そ れ

に 基 づ い た 施 策 が 実 施 さ れ る ま で 、 一 切 の 死 刑 執 行 を 停 止

す る こ と を 強 く 要 請 す る も の で あ る 。  

                               以 上  

２ ０ １ ４ 年 （ 平 成 ２ ６ 年 ） ６ 月 ２ ６ 日  
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